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はじめに 

粉体とは大きさの分布をもった粒子の集まりであ

り、とくに、粒子の分布割合を示す粒子径分布は粉

体のハンドリングや充填性、製品の均一性、および

反応性など様々な特性に影響を与える重要な因子

です。粒子径分布の代表的な測定法としてレーザ

回折散乱法があります。この測定法では、流体中

の粒子に照射した光の回折・散乱パターンにより粒

子の大きさを計測します。本報では、レーザ回折散

乱式粒子径分布測定装置 LS13 320 XR（ベックマ

ン・コールタ社製、図 1）の特徴と測定例について紹

介します。また、装置の仕様を表 1 に示します。本

装置は、従来のフラウンホーファ回折およびミー散

乱 による粒子 径 計 測に加 え、偏 光強 度 差計 測

（ PIDS : Polarization Intensity Differential 

Scattering）を実施できます。なお、PIDS では粒子

に照射した光の散乱強度がレーザ波長および偏光

に依存する性質を利用し、0.4 µm 以下の大きさの

粒子を精度良く識別できます。 

 

 

図 1 粒子径分布測定装置の外観 

 

測定原理 ミー散乱、PIDS、フラウンホーファ回折 

光源 

回折：レーザーダイオード（波長：785 

nm） 

PIDS：高品質バンドパスフィルター付き

タングステンハロゲンランプ 

（波長：475 nm、613 nm、900 nm） 

測定範囲 10 nm ～ 3500 µm 

 

 

 

 

 

 

測定例 

アルミナ粉末の測定例を示します。図 2 に電子

顕微鏡による粒子の外観観察結果を、図 3 にレー

ザ回折散乱式により測定した粒子径分布を示しま

した。図 2 では 50 nm-400 nm 程度の粒子が確認

されました。また、図 3 のレーザ回折散乱式による

粒子径分布測定では、外観観察結果と同様に 50 

nm-400 nm 程度に分布が広がっており、平均粒子

径は 150 nm でした。 

 

 
図 2 アルミナ粒子の外観 

 

 

図 3 アルミナ粉末の粒子径分布 

 

おわりに 

本装置では機器開放、依頼試験を行っており、

製品ロットの検査などに活用されております。本装

置の詳細についてご質問等がございましたら、遠慮

なく担当者までご連絡ください。 
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レーザ回折散乱式粒子径分布測定装置 

表 1  LS 13 320 XR の仕様 


